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令和３年度利尻町防災総合訓練

訓 練 内 容

【平成28年度利尻町防災総合訓練の状況】

新型コロナウィルス感染拡大に伴う「緊急事態宣言」発令に伴い訓練中止



令和３年度の訓練特性

◎ ６年振りの防災総合訓練、かつ町内全域対象は初

◎ 道防災総合訓練 ⇒ 利尻会場 ※ 平日開催＝参加者に制約
利尻富士町、礼文町も同日実施

◎ コロナ過における訓練

◎ 自衛隊の災害派遣隊区担当部隊が初めて訓練参加
(陸上自衛隊第２師団第３普通科連隊重迫撃砲中隊(名寄市に駐屯))

◎ 緊急告知防災ラジオの緊急起動訓練は初

◎ 小・中・高の児童・教諭約230名がシェイクアウト訓練参加

◎ 訓練参加規模
約440名規模
内訳:役場約30名、警察・消防約10名、自衛隊約10名、利尻町赤十字奉仕団約

10名、町民の一般参加者は参加名簿締切り前に訓練中止したため正確な
数は不明ですが26コ自治会ある中、５コ自治会が24名分の名簿を提出し
ていることから約150名程度の参加が見込まれたと思料
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・情報発信・伝達
・住民避難

・避難所運営訓練
・備蓄品取扱体験
・人命救助システム

等の展示、説明
・炊き出し(試食)

町内全域

総 合
体育館

訓 練 地 域
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目 的 町民の防災に関する知識及び技能の向上と住民に対する防災知識の普及を図り、町の防災力向上に努める。

日 時 令和３年５月２８日（金）０９００～１３００ 場 所 利尻町内及び利尻町総合体育館（夢交流館）

想 定

道
新型コロナウィルス等感染症が蔓延した状況における大規模自然災害の発生
(各市町村は、地域の特性に応じた想定を個別に設定)

町
５月２８日(金)０９０３に北海道北西沖を震源とするＭ7.8の地震が発生し、利尻町の最大震度は６強が観測さ

れ、北海道日本海沿岸北部には大津波警報が発表された。

訓 練 ( 実
施 ) 項 目

利尻町 北海道

１ 避難情報伝達
２ 住民避難
３ 避難運営訓練(コロナ過における避難者受け入れ、避難者カード記入等)
４ 救援物資受入(道と連携)
５ 避難所の開設イメージ（展示）
６ ハザードマップによる危険箇所確認
７ 防災備蓄品の取扱い体験（発電機、段ボールベッド、簡易トイレ等）
８ 人命救助セットなど展示・説明・体験（自衛隊、消防）
９ 炊き出し（自衛隊等）

１ 物資輸送訓練
２ 避難所運営

実施概要

● 地震発生(避難情報発信)から住民避難(緊急避難所)を一連の行動で実施

● 避難所への移動から避難所運営訓練を一連の行動で実施

● 支援物資受入(道と連携した訓練)

● 避難所開設イメージ、ハザードマップによる危険箇所確認及び防災備蓄品の取り扱い体験
説明、展示、体験により総合体育館内において実施

● 人命救助セット(自衛隊等)など展示・説明・体験
総合体育館駐車場において実施

● 炊き出し(自衛隊、赤十字奉仕団)
自衛隊の野外炊事具等により、非常食を調理して配食(２００名分を準備)

住民は指定緊急避
難所等へ避難

地震
発生

避難情報
発信、伝達

住民は指定緊急避難所から指定避難所
（総合体育館）へ移動（バス等）

事前受付、受付、避難所開設

道は稚内物資拠点から海
路、陸路により物資を輸送

指定避難所（総合体育
館）で物資を受け入れ

重点

『町民の行動』
地震発生と同時にシェイクアウト、火を消
す、ドアや窓を開ける、近所に知らせる、
津波を警戒して高台(指定緊急避難所)へ避
難

『町民の行動』
コロナ過での行動とそれに適応した
受付

『町民の行動』
数個グループに分か
れて体験等を実施

『町民の行動』
自衛隊の炊事具による非常食の試食体験と
コロナ過での喫食を体験

訓 練 の 概 要
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時間（基準） 訓 練 項 目 場 所 資料番号

０９００～０９０５ 情報伝達

利尻町内

①

０９０５～０９２０ 住民避難（高台への避難） ②

０９２０～１０００ 避難所への移動 ③

(０９２０)～１０３０ コロナ過における避難所での受付

総合体育館

④

１０３０～１３００

● 展示・説明
避難所開設イメージ、災害等備蓄品の紹介、

消防ポンプ車、人命救助システム

⑤

● 実地体験
段ボールベッド作成、パーテーション作成、

発電機取扱、投光器取扱、簡易トイレ組立、
応急処置

⑥

● 救援物資の受入
利尻HP⇒総合体育館

⑦

● 試食体験
非常用白飯、豚汁等

⑧
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時 間 情 報 文 伝達方法 伝達者 備考

０９００

利尻町訓練、訓練
「チャイム音、緊急地震速報です、強い揺れに注意してくだ
さい。」
訓練、訓練
「チャイム音、緊急地震速報です、強い揺れに注意してくだ
さい。」

ＩＰ電話及び防
災ラジオ

佐藤主事

・ＩＰ電話は事
前録音

・防災ラジオは
肉声

・防災ラジオの
緊急割り込み
は初めての試
み。

０９０１

利尻町訓練、訓練
「緊急地震速報が発令されました、身を守る行動をしてくだ
さい。」
利尻町訓練、訓練
「緊急地震速報が発令されました、身を守る行動をしてくだ
さい。」

０９０３

利尻町訓練、訓練
「地震発生、地震発生」
「利尻町の最大震度は６強、利尻町の最大震度は６強」
「津波に注意してください、津波に注意してください」

０９０５

利尻町訓練、訓練
「日本海北部に大津波警報が発令されました、高台に避難し
てください、すぐに逃げてください。」
利尻町訓練、訓練
「日本海北部に大津波警報が発令されました、高台に避難し
てください、すぐに逃げてください。」

情報伝達（訓練開始） ①
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時 間 情 報 文

０９００

利尻町訓練、訓練
「チャイム音、緊急地震速報です、強い揺れに注意してくだ
さい。」
利尻町訓練、訓練
「チャイム音、緊急地震速報です、強い揺れに注意してくだ
さい。」

０９０１

利尻町訓練、訓練
「緊急地震速報が発令されました、身を守る行動をしてくだ
さい。」
利尻町訓練、訓練
「緊急地震速報が発令されました、身を守る行動をしてくだ
さい。」

０９０３

利尻町訓練、訓練
「地震発生、地震発生」
「利尻町の最大震度は６強、利尻町の最大震度は６強」
「津波に注意してください、津波に注意してください」

０９０５
利尻町訓練、訓練
「大津波警報が発令されました、高台に避難してください、
すぐに逃げてください。」

住 民 避 難

身を守る⇒シェイクアウト

※ それぞれの現状に合わ
せた行動

※ 別添資料参照
（4/28回覧板にて配布）

高台へ避難

②
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各学校⇒小・中・高の児童・教
諭等約240名が参加



避難所への移動

栄浜

新湊

種富町

日出町第１

富士見町

緑町第１

泉町第１
神居第１

神居第２

蘭泊

泉町第３
泉町第４ 本町第１ 本町第２緑町第２

日出町第２

種富町第１

港町

久連

長浜

神磯

政泊

本町第１

本町第２

元村御崎

総合体育館

各地区の訓練参加人員に応じて車両を配車

③
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体育指導室

女子更衣室
女子トイレ
シャワールーム

男子更衣室
男子トイレ
シャワールーム

トレーニング
ルーム

機械室

物品庫

多目的
ホール

休憩室

事務室

玄関

ラウンジ

エントランスホール放送室

トイレ

プレイルーム

事
前
受
付

専用受付

一般受付

記入台記入台

一般受付

脱靴位置

家族用
No.1

家族用
No.2

家族用
No.3

家族用
No.4

家族用
No.5

家族用
No.6

個人用
No.1

個人用
No.2

個人用
No.3

個人用
No.4

個人用
No.5

個人用
No.6

個人用
No.7

個人用
No.8

4m

4m

2m

2m

対応室
（イエローゾーン）

勤務員
控室

（グレーゾーン）

設置
手指消毒液
予備マスク

4m

スペース

家族用 個人用

（レッドゾーン）

コロナ過における避難所での受付） ④
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許可を得て出
入

看板設置
許可を得た者以外出入禁止

受付時、新型コロナ感染疑
い者の救急搬送等の状況
を付与する。



専用スペース

一般スペース
開設展示
（避難所）

救援物資
受入場所

備蓄
品展
示

備蓄品等体験
スペース

掲
示
物

掲
示
物

① ②

③

開設展示

● 単身又は２人用
① 避難所用テント×２（2m×2m基準）
② 段ボールベッド及びパーテーション×２
（2m×2m基準）

● 家族用
③ ①と②を併用（家族用）×１ （4m×4m基準）

（通路）

展示・説明（開設展示） ⑤
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専用スペース

一般スペース
開設展示
（避難所）

救援物資
受入場所

備蓄
品展
示

備蓄品等体験
スペース

掲
示
物

掲
示
物

備 蓄 品

水 パーテーション おむつ（大人用）

非常食 避難所用テント おむつ（子人用）

毛布 簡易寝袋 生理用品

哺乳瓶 簡易トイレ かまど

食器 簡易トイレ（袋） 薪ストーブ

コップローソク 土のう袋 発電機各種

段ボールベット ジェットヒーター リヤカー

備蓄品
紹介

品 目 ●●●●

備蓄数 ●●個 各品目ごとに表示

令和３年４月末現在

備

品

備

品

備 品

展示・説明（災害等備蓄品の紹介） ⑤
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展示・説明（人命救助システムの紹介） ⑤

【人命救助システムⅡ型】
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担当:自衛隊計画



展示・説明（消防ポンプ車の紹介） ⑤
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調整中

担当:消防署計画



専用スペース

一般スペース
開設展示
（避難所）

救援物資
受入場所

備蓄
品展
示

備蓄品等体験
スペース

掲
示
物

掲
示
物

発電機・投光器の
取扱い体験

段ボールベット・
パーテーション体験

簡易トイレ取扱い体験

応急処置体験

実 地 体 験 ⑥
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発電機・投光器の
取扱い体験

段ボールベット・
パーテーション体験

簡易トイレ取扱い体験

応急処置体験
・ 出血、骨折に対する応急処置
・ けが人等の搬送方法
・ 心肺蘇生（新コロ感染疑い対
応）説明

実 地 体 験 ⑥

３個グループ編成

ローテーション

※ 一箇所
３０分基準

消防署計画
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専用スペース

一般スペース
開設展示
（避難所）

救援物資
受入場所

備蓄
品展
示

備蓄品等体験
スペース

掲
示
物

掲
示
物

事前集積分

当日
搬入分

仕分け
スペース

区 分
事前集積分 当日搬入分

船舶、トラック輸送 自衛隊ヘリ輸送

水 24本入×6箱 24本入×1箱

雑炊（醤油） 50袋入×2箱 50袋入×1箱

雑炊（シーフード） 50袋入×1箱

ライスクッキー 48個入×2

マスク 500枚入×1

救援物資の受入 ⑦
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試 食 体 験 ⑧

● 避難所における寝食分離
● 分散喫食
● 黙食

配
食
場
所

喫食場所

10セット準備

● 自衛隊
豚汁200食調理
白飯ボイル

● 赤十字奉仕団
おにぎり作り(予定)

● 配食係
自衛官、奉仕団

野外で調理するための装備で、車両に牽引
されて移動する。牽引走行中であっても炊
飯が可能。灯油バーナーを使った炊飯器６
基で600人分の米飯を炊き上げること可能 16



そ の 他

訓練参加者に後日「訓練参加証」を贈呈

令和３年度北海道防災総合訓練
利尻町総合防災訓練

訓練参加証明証

上記の訓練に参加したことを証明します

沓形字日出町 利尻 太郎 殿

利尻町長 ● ● ● ●
北海道
利尻町長

【訓練参加項目】

・ シェイクアウト訓練
・ 住民避難訓練
・ コロナ過の避難所受付
・ 災害等備蓄品の取扱体験
・ 自衛隊炊き出し試食体験

など

（表 面） （裏 面）
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